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During adolescence，individuals become aware of theirinner shadows and of the need to払ce

them．In order to further understand how adolescents come to払ce theirinner shadows，this study

undertakes an analysis of“PeachJohn”whicb provides the following findings．As the shadow behind

themis bis own，he cannot be なee fromit．Howeveちif adolescents compromise with their

Shadows，then the negative aspects associated witb the experience of facing the shadow
can be

transわrmedinto a positive．「ぬt払cing the shadow alsoinvolves some risks．R）r eXample，払iling
to

acbieve a compromise with the shadow andloslng theirlife，払iling

unconsciousness world，and the shadow changes oだwith ego．Howeveちif

value of their birth，have a bond with their parents，display their
diligence，

They are able to strike a compromise withthis shado呵and return包一Omthe
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問題と目的

青年期は内省が進んで自分自身と向き合うように

なる時期である。自分自身と向き合うようになった

青年は，自分の内面に，暗い負の側面をもった別の

自分がいることを発見する。こうした受け容れがた

いもう一人の自分は，Jung（1939林訳1991）のい

う影として捉えることができる。影とは，「人格の

否定的側面，隠したいと思う不愉快な性質全て，人

間本能に備わる劣等で無価値な原始的側面，自分の

中の『他者』，自分自身の暗い側面など（Samuels・

Shorter・Plaut，1986浜野・垂谷訳1993）」とされ，

自我により拒否され否定されてきた心の側面を指

す。青年期には，自我の成長に従って影も大きくな

り，ときに自我を脅かすほどの存在ともなることが

いわれている（河合，1987）。それ故，影と向き合

to return 打om the

they know about tbe

initiative，perSpeCtive，

unconsciousness world．

59

うという課題が青年期には生じるものと考えられ

る。

本研究では，影と向き合うという青年期の課題を

理解するために『桃太郎』を取り上げ分析すること

を目的とする。昔話は，長い時を経て語り継がれる

うちに簡潔化され，洗練された物語であるため，無

意識の心的過程を象徴的にあらわしているとされる

（Franz，1975氏原訳1979）。また，多くの昔話は主

として青年期のことを措いているとの指摘もある

（関，1981）。とくに『桃太郎』は，「桃や瓜が流れ

てくるということは，季節の春や夏を意味するもの

ではなく，主人公の人生における誕生期・青春期を

意味するものである（関，1981）」として，青年期

を措いた話であることがいわれている。このことか

ら，昔話『桃太郎』を通じて，影と向き合うという

青年期の課題について理解することが可能であると
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考えられる。

また影と向き合うときには，影に呑み込まれた

り，影に自我の座をとってかわられたりするなどの

危険が伴うことが指摘されている（河合，1987）。

『桃太郎』では，桃太郎が鬼と入れ替わったり命を

落としたりすることなく，鬼が島から無事帰ってく

るという結末を得ている。この結末は，青年期に影

と向き合うことを理解する上で重要な点であると考

えられ，桃太郎が無事帰還できた理由について特に

注目して分析することとする。

分 析

桃太郎の分析については，物語の場面に従って，

モチーフ，解釈，青年にとっての意味の観点から分

析できる。それをまとめたものが′払blelである。

そのなかでも今回はモチーフと解釈について主に論

じる。

桃から生まれる；神聖な申し子

桃太郎は，川上から浮かんで流れてきた桃の実が

割れてその中から誕生する。

桃のモチーフが重要な意味を持つ話として，『古

事記（三浦訳，2002）』における黄泉の国からの逃

走がある。伊耶那岐の命は黄泉の国から逃げ帰る

際，この世との境にある黄泉比良坂で桃の実を三つ

とって投げつけ，追いかけてきた黄泉醜女らを退け

る。『日本書紀（小島ら訳，1994）』では「此，桃を

用ちて鬼を避ふ緑なり。」と記され，桃は古くから

魔を退ける呪力があると考えられていた。黄泉の国

とは日本ではじめに措かれた異郷である（武田，

1992）。また桃の実は，桃源郷のようなユートピア

としての異郷の果実でもある。このことから，桃は

古くから，異郷と日常世界とを結ぶ神聖な果実で

あったと考えられる。

柳田（1990）は，桃が水上を浮かんで流jtてきた

ことを『桃太郎』の重要な点としてあげ，このモ

チーフが水神信仰に関連するものであり，神の申し

子のモチーフであると述べる。また武田（1979）

は，水には生命再生の力，あるいは霊力があり，川

には水神が住むと考えられていたことから，川とは

「現実と異郷をつなぐもの，あるいは現実と異郷を

刻するもの」であるとしている。

つまり日常世界と異郷とをつなぐ象徴としての川

の上を，異郷からの桃が流れてきたということにな

る。しかもその異郷とは黄泉の国のような恐ろしい

世界ではなく，神の住む神聖な世界である。実際に

『桃太郎』の古い説話では，桃太郎は「仙郷から流

れてくる川に浮かぶ仙釆の桃から生れる神の申し子

ということになっているものもある（滑川，1981）」

という。すなわち桃からの誕生は，桃太郎の出自が

神聖な異郷から授けられた神聖な申し子であること

を示しているといえる。

鬼退治の課題；影と向き合う課題

桃太郎は爺婆に育てられ，成長すると，鬼が島へ

鬼退治に行くといって旅に出る。

小松（1985）は，鬼退治をはじめとする怪物退治

のモチーフについて分析し，「英雄の負の属性の顕

現が怪物（化）であり，怪物の正の属性の顕現が英

雄（化）である（小松，1985）」として，英雄と鬼

が同じ存在の裏表の姿であることを指摘している。

その根拠として，英雄の出自が怪物との異類婚姻，

あるいは申し子としての異常誕生であることを挙げ

論じている（小松，1985）。『桃太郎』では，流れて

くる桃が一つではなく二つあったとされる話型があ

る。荒木（1985）によれば，流れ去った桃には鬼が

入っていたとも考えられ，桃太郎と鬼が裏表の分身

であることが示唆されている。また鬼の側からみて

も，鬼が古くから神としても崇められてきたことを

指摘することができる。「鬼」字の起源をたどると

ある時代までは「かみ」とも呼ばれていたこともい

わjtている（馬場，1971）。このように，鬼と神，

鬼が島の鬼と神の申し子である桃太郎ほ，お互いに

表裏の分身と捉えることができる。

桃太郎の真の姿としての鬼は，無意識の領域にあ

る影として捉えることもできる。また鬼が島は無意

識の領域を示していると考えられる。島が無意識の

領域を意味することは，於anz（1975氏原訳1979）

によっても指摘されている。

影とは自我によって受け容れがたく拒否された心

の側面であり，生きてこなかった自分の半身である

（河合，1987）。例えるなら，球の半分に光があたれ

ばもう半分には必ず影ができるように，意識される

自我とは裏表の無意識の領域にあたる。従って自我

が成長すれば影も大きくなり，ときには自我を脅か

すほどの存在ともなる。そのため青年期には影と向

き合う課題が生じてくるものと考えられ，鬼退治は

こうした課題を意味していると思われる。

黍団子と旗。刀。鎧；母性と父性による守り

桃太郎が鬼退治に出かける際，婆は黍団子を，爺

は旗・刀・鎧を桃太郎に持たせる。桃太郎は鬼退治

の際に黍団子を食べることで力を発揮することがで

きる。また，旗・刀・鎧はいずれも戦いの際に守り

となるものである。このことから，黍団子と旗・
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刀・鎧は母性と父性による守りをあらわしていると 動物のお供；潜在能力の発揮

考えることができる。 『桃太郎』の鬼退治において，犬・猿・雉の動物

は欠かせない存在である。英雄行為を助けるお供の

動物は世界共通のモチーフであることが指摘されて

1もblel「桃太郎」にみられる青年から成人への発達過程の分析

観点 青年にとっての意味

場面

モチーフ 解釈
個人の成長 親との関係

も漂㌍法号り誕生 桃から生まれる

＊2つの桃が流れ

てくる

（関，1976）

①母が最初の桃を

食べる

（卦母が一方を選択

・神聖な申し子，
授かりもの

・桃太郎は，父母
から大切に育て

られる。

異常誕生にもか

かわらず，父と

母に大切に育て

られる。

もう一つの桃に

は「鬼（悪）」が

入っていた（荒

木，1985）。

父性 ＜切断＞

桃を切る

母性 ミ許育＞
桃二股（松屠，

1999）

一方の桃を呑み
込む

現実と異郷とを

つな ぐ川（武

田，1979）。

授かりものとし

ての「子」。

伊耶那岐が3つ

の桃を撃って，

黄泉の国から帰

熟鼎9器に
意富加牟実の命

と命名（三浦

訳，2002）。

桃の神通力。

旅立ち 爺からもらったも ＜理念・頭＞

の 切る

刀 守る

鎧 精神

精神 ＜肉体＞

婆からもらったも 潜在能力を発揮

の させる活力

・鬼の噂をきく。

一寸青年期の自我の
発見，性の芽生

ス＿

・鬼退治の決断

→親の言うことだ
けを閃く「いい

黍団子 子」からの脱

却。

イ抱え込む親」

から「守る親」
へ

・桃太郎の「決
断」

＜父性＞の発授

鬼の噂

→もう一人の自

分の声

15歳，16歳の啓

示

お供 おとも ＜潜在能力＞

イヌ 勤勉性

サル 独創性

キジ 展望性

自らの劣等機能

の統合

無意識の意識化

母からもらった

「きびだんご」

を分け与える。

おとも（自分）

を養う。

＜母性＞の発揮

桃太郎は，イ

ヌ，サル，キジ

を自分から探し

たわけではな

い。

→「思いがけな

い」出会い

鬼退治 鬼が島

鬼

鬼退治

宝

無意識の世界

親には見ること

ができない世界

自分自身の影

影と折り合いを

つける

負→正の価値転

換

影は恵みともなる

鬼＝自分自身の

影

青年が，人には

言えないこと

や，残酷な体

験，すさまじい

体験を経て成長

する。

鬼＝親の裏面

（松居，1999）

親への反抗（土

居，2001），親

殺し，親との対

決

鬼を切る

＜父性＞の発揮

荒ぶる神として

の「鬼」

・恵みを与える神
としての「鬼」

帰還 鬼退治から無事帰

還する

父母と安楽に暮ら

す

影と折り合いを

つけ，無意識の

世界から帰って

くる

・青年から成人へ
の成長

一一イニシェー

ンヨン

親を養う ・「彼岸」からの
＜母性＞の発揮 帰還
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いる（柳田，1990）。

犬・猿・雉を登場する順に考えると，犬は地面を

走るもの，猿は木に登るもの，雉は空を飛ぶもので

ある。従って行動範囲も，水平行動，鉛直行動，空

間行動と順に豊かになることが分かる。また，犬は

昔話『忠義な犬』や「忠犬ハチ公」にもみられる通

り忠実な動物とされる。猿は知恵をもつ動物であ

り，雉は陸からは見えないものを鳥瞭することがで

きることから展望性をあらわしていると考えること

ができる。三匹の動物を，粍事業を成し遂げる際に

必要な能力としてみれば，犬・猿・雉は順に勤勉

性・独創性・展望性と捉えることができる。

黍団子は，自然の原料からできた生命を養う食べ

ものであること，婆によって作られるものであるこ

となどから母性を示すと考えられる。これはOeri

（1976氏原訳1985）のいう「生命を養う自然母」

にあたり，昔話では，自我と無意識とを結びつける

ことによって無意識にあるものを現実化する役割を

もつとされる。

つまり，動物に黍団子を与えお供にしたことは，

もともと持っていたにもかかわらず意識されていな

かった潜在能力が，顕在化され発揮されたことを意

味していると考えられる。

鬼退治；影との折り合い

多くの怪物退治では怪物を殺してしまうのに対

し，『桃太郎』の鬼退治では，鬼を懲らしめ降参さ

せる話が多いことが指摘されている（河合，2003）。

徹底して殺すとか首を取るというのではなく，宝物

と引き換えに鬼を許してやるのである。また，多く

の怪物退治の話では怪物を殺した後に結婚が生じる

が，桃太郎ではこれが欠落している。本来は鬼退治

をした後に結婚のあったものが，後から脱落したの

だとみられている（柳田，1990）。

河合（2003）はこの点に関して，強力な切断とし

て退治が行われた後，それを補う結合として結婚が

生じる型に対し，結婚が脱落している型では，強力

な切断というほどの退治が行われないと指摘する。

また小松（1985）によれば，『御伽草子』における

怪物退治と異類婚姻のモチ】フは不可分で相補的な

関係にあるという。怪物退治のモチーフに対し，怪

物との異類婚姻のモチーフがあることで，再び異常

誕生が発生し，英雄が再生するのだという。すなわ

ち，怪物を殺して結婚が生じる型では，自分の分身

である怪物の死に対し，結婚によって自分自身の再

生がはかられるといえる。

しかし『桃太郎』では，鬼を徹底的に殺すことも

なく結婚も生じない。桃太郎と鬼が互いに表裏の分

身であることから考えれば，桃太郎は自分自身の裏

面の姿である鬼を殺して消し去ることはできないの

である。青年期には，自分と向き合うことで，受け

容れがたいもう一人の自分に気づく。このような自

分は否定し消し去りたいと思いがちであるが，やが

てその自分も含めた全体が自分自身であると受け容

れるようになる。光のあたる部分のみが自分自身で

あるとして影の部分を否定していたものが，光も影

も含めて自分自身であると認める。このように，自

分の影を消さずに残したまま，自分自身として受け

容れうまくつき合っていくという解決は，実際の青

年期にも認められるものである。自分の裏側にある

影は，本質的に消去できないものなのである。

Samuels・Shorter・Plaut（1986浜野・垂谷訳

1993）は「影の根絶は無理である」と述べた上で，

「分析心理学者は『影と折り合いをつける』という

表現を用いて，分析中の影と直面するプロセスを表

す」という。そして，影を意識化し認めることで影

の強制的な支配力を断つことができるとしている

（Samuels・Shorter・Plaut，1986浜 野・垂 谷 訳

1993）。『桃太郎』の鬼退治では，鬼を殺さないかわ

りに，鬼に対してもう悪さをしてはならないと取り

決めをした。悪さをしないと取り決める話は他にも

あり，例えば『影との戟い－ゲド戦記Ⅰ』では主人

公が竜に誓いを立てさせ解決をみている。影を消し

去ることはできないが，影の存在を認めた上で，影

と折り合いを付け，うまくつき合ってゆくことが可

能となるものと考えられる。

また『桃太郎』の鬼退治では，鬼が自分たちの命

と引き換えに宝を差し出す。鬼の命と引き換えに宝

が得られることから，負の価値を有していた鬼が，

正の価値を有する宝に転換したと考えることができ

る。影は，それを否定しているときには自我を脅か

す脅威となる。しかし，影の存在を認めてうまく折

り合いを付けることで，影が逆に心のエネルギー源

として自我にとってプラスに働き，正の価値へと変

換することがある。また影と向き合う体験も，それ

自体は辛く苦しい負の体験である。しかし影の存在

を認めてそれを引き受け，影とうまくつき合うこと

ができるようになるにつれ，それは自分にとってか

けがえのない価値を有する体験となるのである。

帰還の理由

青年期に影と向き合うことを考えた場合に，必ず

しもそれが恵みをもたらす体験になるとは限らな

い。影と関わりをもつことは，時に危険を伴うこと

が指摘されている（河合，1987）。『桃太郎』におい

て考えられる危険として，桃太郎自身が鬼になって



大竹裕子・池田幸恭・高坂廉雅・金ヨンジュン・落合良行：『桃太郎』にみる影との折り合いのユング心理学的分析63

しまう，桃太郎が鬼に負け死んでしまう，鬼が鳥か

ら脱出できなくなるという可能性が挙げられる。

小松（1985）は，怪物退治の話において怪物が退

治されなければ，主人公自身が怪物に化してしまう

かもしれないと述べる。実際に，桃太郎と同様の異

常誕生をしていながら怪物に化してしまった話とし

て『瓜子姫』が挙げられるだろう。この話では，瓜

から生まれた瓜子姫が年頃になったとき，天邪鬼に

殺され，天邪鬼が瓜子姫に入れ替わってしまう。ま

た『桃太郎』でも，年頃に成長した桃太郎が，鬼が

鳥に行かずに里で暴れて爺婆を殺してしまうなど，

桃太郎自身が鬼と化すような訪塑も存在する。この

ように，影が自我を乗っとり表裏がひっくり返って

しまう危険は河合（1987）も指摘するところであ

る。影に対し自我が十分な強さを持たないとき，こ

のような危険が生じるという。

また桃太郎が鬼に負け死んでしまう可能性に関し

て，影と向き合っていった際，その厳しさに耐え切

れず命を落としてしまうということは現実の青年に

も起こりうるものである。

鬼が轟から脱出できなくなる場合については，鬼

に囚われる，鬼が島の居心地が良くなる，帰りたい

と思いながら鬼が島で過ごすなどの可能性が考えら

れる。実際の青年においても，影の世界に呑み込ま

れてしまいなかなか現実性界へと戻ってこらズtなく

なる例がみられる。その際，囚われて身動きが取れ

ない状態，親和的に依存している状態，本当の自分

は別にあると思って違和感を感じている状態がある

といえる。

このような危険があったにも関わらず，桃太郎が

命を落とすことなく鬼が島から無事帰ってくること

ができた理由について，これまでの分析をもとに次

の三点が考えられる（瀧ble2）。まず，桃太郎の出

自が神聖な世界から授けられた申し子であったこ

と，婆からの黍団子と爺からの旗・刀・鎧をもって

いたこと，そして犬・猿・雉をお供にしたこと，で

ある。

桃太郎が神聖な子どもとして授けられたように，

子どもの誕生はそれがどのような子どもであれ本質

的に神聖な，価値ある授かりものである。このよう

に自分の生まjtてきたことそのものの価値を自覚し

ている子どもは，影と向き合う厳しさの中でも，自

ら死を選ぶことはないのではないだろうか。

爺が桃太郎に旗・刀・鎧を授けたことは，父性に

よる守護を意味していると考えられる。旗は戦いの

際に精神の拠り所となるものであり，刀は切るもの

であり，鎧は守るものである。また婆が黍団子を授

けたことは，母性による庇護をあらわしていると考

えられる。父性による守護は子どもが社会に出た際

の守りとなり，母性による庇護は家の中で与えられ

る安らぎや活力である。こうした父性と母性による

守りは，自我が未だ脆弱で不安定な状態にある青年

にとっては重要なものである。とりわけ，青年期以

前までに愛され大切にされた体験や，自分を愛し育

ててくれた人との絆，あるいは信頼のある親子関係

は，青年が異界へと旅した際には命綱ともなりうる

ものである。それは遠くから自分を案じてくれる

人，自分を待っていてくれる人，帰れる場所の存在

であるともいえる。このような絆が，異界において

は守りともなり，現実性界とのつながりを保ち続け

℃1ble2 桃太郎が鬼が鳥から帰還できた理由の検討

モチーフ 帰還できた理由 帰還できなくなる危険 影との関わり方

桃から生まれたこと 生まれてきたことの価値 桃太郎が鬼に負け死んで 影と向き合う厳しさに耐

の自覚 しまう えきれず命を落としてし

まう

黍団子

旗・刀・鎧

一劉生の庇護
（帰れる場所があること）

父性の守護

（拠り所となる精神，冥界

における守り）

一親子関係の絆

鬼が島から脱出できなく

なってしまう

①鬼に囚われる

②鬼が島の居心地が良く
なる

（釘帰りたいと思いながら
鬼が島で過ごす

影に呑み込まれる

①囚われて身動きができ

ない状態

（参親和的に依存している
状態

（彰本当の自分は別にある
と思い違和感を感じて

いる状態

お供を連れていたこと

犬 勤勉性の発揮

猿 独創性の発揮

雉 展望性の発揮

自分が鬼になってしまう 影と入れ替わってしまう
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ることにもなると思われる。

犬・猿・雉のお供の助力によって鬼退治を為しえ

たことは，影と向き合うために必要な潜在能力を桃

太郎が発揮することができたことを示していると考

えられる。自我が十分に強くないときに影との入れ

替わりが生じることを考えると，勤勉性・独創性・

創造性といった潜在能力を発揮したことで影と向き

合うのに十分な強さを得たのだともいえる。

以上から，青年期において影と向き合う際には，

生まれてきたことの価値の自覚，守りとなる親子関

係の絆，勤勉性・独創性・展望性を発揮することに

よって，命を落とすことなく無意識の世界から帰っ

てくることができるのだと考えられた。

ま と め

『桃太郎』の分析を通して，青年期に影と向き合

う課題について以下のことが見出された。

青年期には心の内面にいるもう一人の自分，つま

り自分自身の影に気づき，それと向き合う課題が生

じる。影は，自我が否定し拒否したいと望む心の負

の側面である。しかし影は，自分自身の裏面ともい

えるものであるため本質的に消し去ることができな

い。影を否定する限り，影は負の価値を有し，自我

の脅威ともなる。また影と向き合う体験は，それ自

体が苦しいものである。影を消し去ることはできな

いが，影とうまく折り合いを付けることで，負の価

値を有していた影，あるいは影と向き合った体験

が，かけがえのない正の価値を有するものへと転換

する。

また，影と向き合う課題には危険も伴う。影と向

き合いきれずに命を落としてしまう，無意識の世界

から戻ってこられなくなる，自我と影とが入れ替

わってしまう，などの危険である。これに対し，生

まれてきたことの価値の自覚，守りとなる親子関係

の絆，勤勉性・独創性・展望性を発揮することに

よって，命を落とすことなく影と折り合いを付け，

無意識の世界から帰ってくることができるのだと考

えられた。
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